
　

都
市
住
民
と
農
村
住
民
を
明
確
に
区

分
す
る
戸
籍
制
度
に
よ
っ
て
、
中
国
で

は
計
画
経
済
時
代
か
ら
農
村
か
ら
都
市

へ
の
移
動
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
改
革

開
放
後
も
労
働
移
動
に
対
す
る
規
制
は

存
続
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の

農
村
労
働
力
は
農
村
部
に
滞
留
し
、
農

業
生
産
も
零
細
な
自
作
農
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
農
村
部
で
は
失

業
保
険
や
養
老
保
険
制
度
の
整
備
も
遅

れ
、
農
地
は
生
活
を
守
る
重
要
な
糧
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
農
民
は
農
地
の
賃

貸
に
対
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
製
造
業
や
サ
ー
ビ

ス
業
を
中
心
と
す
る
中
国
経
済
の
高
度

成
長
に
よ
っ
て
、
都
市
セ
ク
タ
ー
に
吸

収
さ
れ
る
農
村
労
働
力
の
増
加
は
著
し

く
、
多
く
の
若
年
労
働
者
が
出
稼
ぎ
労

働
の
形
で
農
村
部
を
離
れ
て
い
る
。
国

家
統
計
局
の
調
査
に
よ
る
と
、
農
民
工

（
地
元
の
郷
鎮
を
半
年
以
上
離
れ
る
農

村
労
働
者
）
の
総
数
は
、
二
〇
一
〇
年

に
は
一
億
五
三
三
五
万
人
に
達
し
て
い

る
。

　

他
方
、
中
国
人
の
生
活
水
準
の
向
上

と
と
も
に
、
高
品
質
で
安
全
性
の
高
い

農
産
物
へ
の
需
要
が
都
市
住
民
を
中
心

に
大
き
な
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
農

産
物
の
品
質
と
安
全
性
の
向
上
は
、
都

市
住
民
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
の
み
な

ら
ず
、
低
収
益
性
に
苛
ま
れ
る
農
家
の

所
得
向
上
に
も
つ
な
が
る
。そ
の
た
め
、

中
国
政
府
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
農
業

の
高
付
加
価
値
化
に
対
し
て
積
極
的
な

支
援
を
行
っ
て
き
た
（
参
考
文
献
①
）。

　

こ
の
よ
う
な
農
業
を
取
り
巻
く
構
造

変
化
に
呼
応
す
る
形
で
、
経
済
発
展
が

著
し
い
沿
海
地
域
の
農
村
を
中
心
に
、

農
家
間
の
私
的
な
取
引
や
基
層
政
府
の

仲
介
に
よ
る
農
地
流
動
化
も
顕
著
な
進

展
が
み
ら
れ
、
農
業
経
営
の
あ
り
方
や

農
地
利
用
方
法
に
も
大
き
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
国
の
農
地
流

動
化
の
変
遷
を
辿
る
と
と
も
に
、
農
地

流
動
化
の
先
進
地
域
で
あ
る
浙
江
省
を

対
象
に
、
農
地
流
動
化
の
実
態
と
特
徴

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

●
農
地
流
動
化
の
推
移
と
現
状

　

中
国
全
体
の
農
地
流
動
化
状
況
を
示

す
資
料
と
し
て
、
農
業
部
農
村
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
実
施
す
る
「
固
定

観
察
点
調
査
」
が
参
考
に
な
る
。
一
九

八
六
年
以
降
の
農
地
流
動
化
率
の
推
移

を
整
理
し
た
図
1
に
よ
る
と
、
一
九
八

六
年
の
耕
地
面
積
に
占
め
る
流
動
化
面

積
の
割
合
（
流
動
化
率
）
は
わ
ず
か
三
・

四
％
で
、
そ
の
後
も
一
九
九
〇
年
代
前

半
は
五
％
前
後
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。

　

し
か
し
、
流
動
化
率
は
一
九
九
〇
年

代
中
頃
か
ら
上
昇
傾
向
を
み
せ
、
二
〇

〇
〇
年
に
は
一
割
前
後
に
上
昇
し
、
二

〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
二
割
弱
の
水
準

に
達
す
る
な
ど
、
近
年
の
流
動
化
の
進

展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
ま

た
、
東
部
・
中
部
・
西
部
と
い
う
三
つ

の
地
区
別
に
み
る
と
、
一
九
九
〇
年
代

前
半
ま
で
地
区
間
の
流
動
化
率
の
格
差

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
が
、
一

九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
東
部
地
区
と
中

部
地
区
を
中
心
に
流
動
化
が
顕
著
に
進

ん
で
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ

る
。

　

農
業
部
と
国
家
統
計
局
が
実

施
す
る
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
で

は
、
こ
の
農
地
流
動
化
の
地
域

間
格
差
を
よ
り
明
確
に
示
し
て

く
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
の
中
国

全
体
の
農
地
流
動
化
率
は
一

〇
・
八
％
で
あ
る
が
、
経
済
発

展
の
著
し
い
沿
海
地
区
で
は
二

割
を
超
え
る
流
動
化
率
が
軒
並

み
観
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
上
海

市
で
は
二
七
・
六
％
、
浙
江
省

で
は
二
四
・
三
％
、
福
建
省
で

も
二
一
・
七
％
に
達
す
る
な
ど
、

農
地
取
引
が
活
性
化
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
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図1　固定観察点調査にみる農地流動化率の推移

（出所） 『全国農村社会経済典型調査数据匯編（1986-1999年）』、『全国農村固定観察点
調査数据匯編（2000-2009年）』より筆者作成。
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て
、内
陸
部
の
四
川
省
と
重
慶
市
で
は
、

流
動
化
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
二
・
六
％
、

一
三
・
四
％
と
比
較
的
高
い
値
を
と
っ

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
多
く
の
省
で
は

流
動
化
率
が
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
国
の
農
地
流
動
化

は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
低
調

だ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
顕

著
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
経
済
発
展
が
著
し
い
沿
海
部
を
中
心

に
高
い
流
動
化
率
を
実
現
す
る
一
方
で
、

内
陸
地
域
で
は
依
然
と
し
て
流
動
化
は

低
調
な
水
準
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
地
域

間
で
の
大
き
な
格
差
が
存
在
す
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

●
農
地
流
動
化
の
法
的
枠
組
み
の
変
化

　

日
中
の
幾
つ
か
の
メ
デ
ィ
ア
は
、「
中

国
で
は
二
〇
〇
八
年
に
な
っ
て
初
め
て

農
地
の
流
動
化
が
解
禁
さ
れ
た
」
と

誤
っ
た
報
道
を
し
て
い
た
が
、
農
地
流

動
化
は
一
九
八
四
年
か
ら
一
貫
し
て
政

府
に
よ
っ
て
容
認
さ
れ
て
き
た
。
同
年

の
「
一
号
文
件
」（
中
央
政
府
に
よ
る

年
初
の
政
策
文
書
）
で
は
、
有
能
な
農

家
に
農
地
を
集
積
す
る
こ
と
を
奨
励

し
、
そ
れ
に
対
す
る
代
償
の
提
供
も
認

め
て
い
る
。
一
九
八
六
年
に
制
定
さ
れ

た
土
地
管
理
法
で
は
農
地
の
集
団
所
有

制
が
明
記
さ
れ
、
一
九
八
八
年
改
正
で

は
土
地
使
用
権
の
法
に
基
づ
く
移
転
も

認
可
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
一
九
九
八
年
に
は
土
地
管
理

法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
農
地
の
請
負
期

間
の
三
〇
年
間
へ
の
延
長
が
法
制
化
さ

れ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
農
地
使
用
権
に

対
す
る
農
民
の
物
権
的
保
護
を
主
た
る

目
的
と
す
る
農
村
土
地
承
包
法
が
施
行

さ
れ
る
な
ど
、
農
地
に
対
す
る
農
民
の

権
利
保
護
も
強
化
さ
れ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
近
年
は
、
農
地
流
動
化
の
規

範
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
五

年
に
施
行
さ
れ
た
「
農
村
土
地
承
包
経

営
権
流
転
管
理
弁
法
」
で
は
、
農
地
流

動
化
に
際
し
て
は
貸
し
手
と
借
り
手
の

双
方
の
合
意
の
も
と
、
土
地
請
負
権
の

移
転
時
契
約
書
を
取
り
交
わ
す
必
要
が

あ
る
こ
と
、
各
省
の
人
民
政
府
農
業
主

管
部
門
が
定
め
た
農
地
流
動
化
に
関
す

る
様
式
に
し
た
が
っ
て
契
約
書
を
交
わ

し
、
郷
鎮
政
府
が
そ
の
登
記
と
管
理
を

行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年
に
中
共
中
央

か
ら
公
布
さ
れ
た
「
農
村
改
革
発
展
を

推
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
若
干
の
重
大

問
題
の
決
定
」
で
は
、
農
民
の
自
由
意

思
か
つ
有
償
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
農
地

は
集
団
所
有
で
あ
る
こ
と
、
土
地
用
途

は
変
更
し
な
い
こ
と
、
農
民
の
土
地
請

負
権
益
を
阻
害
し
な
い
こ
と
、
と
い
う

条
件
の
も
と
で
、
土
地
請
負
権
の
移
転

と
大
規
模
農
業
経
営
を
促
進
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
、
農
地
流
動
化

の
促
進
と
そ
の
規
範
化
を
進
め
る
た

め
、
土
地
流
動
化
セ
ン
タ
ー
（「
農
村

土
地
流
轉
服
務
中
心
」）
と
呼
ば
れ
る

仲
介
組
織
も
中
国
各
地
で
続
々
と
設
立

さ
れ
て
い
る
。

●
浙
江
省
の
調
査
地
域
の
概
要

　

こ
の
よ
う
な
農
地
流
動
化
の
状
況
を

踏
ま
え
、
本
科
研
費
研
究
で
は
、
農
地

流
動
化
に
よ
る
農
業
経
営
の
変
容
を
考

察
す
る
た
め
、
流
動
化
の
先
進
地
域
で

あ
る
浙
江
省
の
二
つ
の
県
（
奉
化
市
と

徳
清
県
）
で
農
家
調
査
を
実
施
し
た
。

農
家
調
査
は
浙
江
大
学
公
共
管
理
学
院

に
委
託
す
る
形
を
と
り
、
奉
化
市
で
は

二
〇
〇
八
年
八
月
に
、
徳
清
県
で
は
二

〇
一
一
年
の
一
月
と
三
月
に
実
際
の
農

家
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

奉
化
市
は
寧
波
市
の
南
部
に
位
置
す

る
県
級
市
（
県
レ
ベ
ル
の
市
）
で
、
蒋

介
石
の
故
郷
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
奉

化
市
は
肥
沃
な
土
壌
か
ら
「
省
級
特
色

農
業
強
市
」
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名

で
、
稲
作
の
他
に
水
蜜
桃
、
里
芋
、
花か

卉き

類
、
雷ら

い

竹ち
く

、
イ
チ
ゴ
、
水
産
養
殖
も

盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
山
林
資
源
も
豊

富
で
、
市
全
体
の
森
林
覆
蓋
率
は
六
割

を
超
え
て
い
る
。
工
業
面
で
は
、
携
帯

電
話
産
業
で
有
名
な
波
導
公
司
や
服
飾

業
の
羅
蒙
公
司
、
愛
伊
美
公
司
な
ど
全

国
的
に
有
名
な
企
業
も
市
内
に
立
地
す

る
な
ど
、近
年
の
工
業
発
展
も
著
し
い
。

　

他
方
、
浙
江
省
北
部
の
湖
州
市
に
位

置
す
る
徳
清
県
は
、
豊
富
な
山
林
資
源

と
水
資
源
豊
富
、
そ
し
て
温
暖
な
気
候

を
反
映
し
て
農
業
生
産
も
盛
ん
な
地
域

で
あ
る
。
県
内
の
西
部
で
は
孟
宗
竹
、

茶
葉
、高
原
野
菜
や
果
物
の
栽
培
、
中

部
の
丘
陵
地
で
は
筍
・
茶
葉
の
栽
培
と

畜
産
、水
路
が
網
の
目
の
よ
う
に
入
り

組
ん
で
い
る
東
部
で
は
水
産
養
殖
が
普

及
し
て
い
る
。
ま
た
、
徳
清
県
で
は
工

業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
発
展
も
顕
著
で
、

薬
品
工
業
、電
子
機
械
産
業
、
食
品
加

表1　調査村の農地利用と流動化の状況

農地合計
（ムー）

流動化面積
（ムー）耕地

（％）
林地
（％）

果樹園・
茶園（％）

養殖池
（％）

反租倒包
（％）

流動化率
（対耕地面積比）

奉化市

A鎮  5,690 13 85  3  0  244  0 34

B鎮  3,598 17 59  7 16  210  0 35

C街道  1,329 36 40 22  2  111  0 23

徳清県

D鎮  7,218 25 71  2  1 1,025 73 56

E鎮 11,553 33 49  9  2 2,141 42 56

F鎮 12,001 12 76 11  0  777  0 52

（出所）浙江省行政村調査より筆者作成。
（注）1ムー（「畝」）＝約6.67アール、15ムー＝1ヘクタール。
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工
業
、
建
材
業
な
ど
が
産
業
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
調
査
地
域
全
体
の
農
地
流
動
化

の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
、
表
1
で
は

行
政
村
へ
の
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
て

農
地
利
用
状
況
を
整
理
し
た
。
農
地
面

積
に
占
め
る
耕
地
の
割
合
は
一
〜
三
割

程
度
に
と
ど
ま
る
一
方
で
、
林
地
面
積

が
高
い
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
鎮
に
よ
っ
て
果
樹
園
・

茶
園
、
あ
る
い
は
養
殖
池
の
割
合
が
相

対
的
に
高
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
も
異
な
る
。

　

さ
ら
に
、
地
方
政
府
（
主
に
村
民
小

組
）
か
ら
土
地
請
負
権
の
配
分
対
象
と

な
っ
て
い
る
耕
地
面
積
の
う
ち
、
流
動

化
が
行
わ
れ
た
面
積
に
つ
い
て
も
表
1

に
示
し
た
。
耕
地
の
流
動
化
率
は
、
奉

化
市
で
は
約
三
割
、
徳
清
県
で
は
五
割

を
超
え
る
な
ど
高
い
割
合
を
占
め
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
の
流
動
化
の
形
式
に

は
地
域
間
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
奉
化
市
で
は
ほ
ぼ
す
べ

て
の
農
地
貸
借
が
、「
転
包
」
と
呼
ば

れ
る
農
家
間
の
相あ
い

対た
い

で
行
わ
れ
る
の
に

対
し
、
徳
清
県
で
は
流
動
化
の
半
分
程

度
が
「
反
租
倒
包
」
と
い
う
形
式
が
と

ら
れ
て
い
る
。
反
租
倒
包
と
は
、
農
地

使
用
権
を
地
元
政
府
が
回
収
し
、
農
業

経
営
主
体
に
一
括
し
て
貸
し
出
す
方
式

の
こ
と
で
、
徳
清
県
で
は
地
元
政
府
の

強
い
介
入
の
も
と
で
農
地
流
動
化
が
推

し
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
調
査
農
家
の
特
徴
と
就
業
状
況

　

農
家
調
査
は
多
段
階
無
作
為
抽
出
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
サ
ン
プ
ル
数
は
、
奉

化
市
が
四
五
〇
世
帯
、
徳
清
県
が
四
四

二
世
帯
で
あ
る
。ま
ず
表
2
で
は
、

調
査
農
家
の
概
要
を
整
理
し
た
。

二
つ
の
地
域
を
比
較
す
る
と
、
奉

化
市
の
方
が
世
帯
員
数
や
世
帯
当

た
り
労
働
力
数
が
少
な
く
、
地
元

政
府
か
ら
請
け
負
っ
た
農
地
面
積

も
徳
清
県
の
そ
れ
を
大
き
く
下
回

る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
主
な
就
業
先

の
構
成
比
を
み
る
と
、
農
業
労
働

者
の
割
合
は
両
地
域
と
も
に
二
〜

三
割
に
と
ど
ま
る
一
方
で
、
製
造

業
や
商
業
と
い
っ
た
非
農
業
従
事

者
の
割
合
が
高
い
。
ま
た
、
一
人

あ
た
り
純
収
入
で
は
奉
化
市
の
方

が
相
対
的
に
低
い
が
、
と
も
に
浙
江

省
全
体
の
平
均
（
八
二
六
五
元
）
を

大
き
く
上
回
り
、
浙
江
省
内
で
も
相

対
的
に
豊
か
な
地
域
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
地
域

で
は
経
済
的
特
徴
に
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
住
民
の
生
活
水
準
が
高
く
、

か
つ
非
農
業
就
業
が
大
き
く
進
展
す

る
面
で
共
通
し
た
特
徴
を
も
っ
て
い

る
。

●
農
地
賃
貸
契
約
と
地
代
水
準

　

で
は
、
農
地
賃
貸
契
約
に
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
表
3
で
は
、
実
際
に
農
地
の

賃
借
を
行
う
農
家
を
対
象
に
、
賃
借

に
関
す
る
詳
細
な
契
約
内
容
を
整
理

し
た
。
表
3
の
上
段
を
み
る
と
、
農

地
の
貸
出
（
転
包
）
を
行
っ
て
い
る

世
帯
比
率
は
、
奉
化
市
で
は
三
九
％

で
あ
っ
て
、
徳
清
県
の
二
一
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
徳
清
県
で
は
、
転
包
に
加

え
、
二
二
％
の
農
家
が
反
租
倒
包
の

形
式
で
農
地
を
貸
出
し
て
い
る
。
平

均
的
な
貸
出
面
積
は
奉
化
市
が
二

ム
ー
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
徳
清

県
で
は
三
〜
四
ム
ー
と
相
対
的
に
大

き
い
。
ま
た
、
徳
清
県
の
ム
ー
当
た

り
地
代
は
転
包
が
五
〇
三
元
、
反
租

倒
包
が
四
六
五
元
と
奉
化
市
の
三
七

四
元
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
徳
清
県
の
地
代
の
変
動
係

数
も
相
対
的
に
小
さ
い
。

奉化市 徳清県
平均世帯員数（人） 3.32 4.38
世帯あたり労働力数（人） 2.16 2.70

就業先の構成（％）
　農業 30 23
　採掘業 0 6
　製造業 35 28
　建設・運輸業 9 12
　商業・サービス業 14 24

1人あたり純収入（元） 12,723 15,474

世帯あたり請負面積（ムー） 2.64 3.77

表3　農地賃貸の基本状況
（1）農地貸出

形式 世帯比率
（％）

面積（ムー） 地代（元/ムー） 契約期間
（年）

地代受け取りなし
（％）平均 変動係数 平均 変動係数

奉化市 転包 39 2.15 0.55 374 0.40   9.85 25

徳清県
転包 21 3.13 0.52 503 0.30 14.07   4

反租倒包 22 3.98 0.52 465 0.22 12.49   0

（2）農地借入

世帯比率
（％）

面積（ムー） 地代（元/ムー） 契約期間
（年）

地代支払いなし
（％）平均 変動係数 平均 変動係数

奉化市 26   5.65 1.46 305 0.62 11.00 28
徳清県 11 13.28 1.26 245 0.63 11.28   8

（注）1）流動化面積が60ムーを超える農家は集計から除外した。
2）地代について、現金の授受がない農家、および地代が1000元を超える農家は集計から除外した。
3）徳清県の平均地代は浙江省農村消費者物価指数（2007年＝100）で実質化した。

表2　調査農家の概要

（出所）浙江省農家調査より筆者作成（以下、同様）。
（注）徳清県の1人あたり純収入は、浙江省農村消費者物価指数

（2007年＝100）で実質化した。
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他
方
、
貸
出
年
数
に
つ
い
て
も
奉
化

市
の
九
・
八
五
年
と
比
較
し
て
、
徳
清

県
で
は
一
二
〜
一
四
年
間
と
長
く
、
地

代
の
受
取
り
の
な
い
割
合
も
徳
清
県
の

方
が
圧
倒
的
に
低
い
。
表
3
に
は
記
載

し
て
い
な
い
が
、
農
地
の
貸
出
相
手
先

に
つ
い
て
、
奉
化
市
で
は
親
類
・
友
人

の
割
合
が
三
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

徳
清
県
で
は
そ
の
割
合
は
七
％
と
低
い

反
面
、専
業
農
家
へ
の
貸
出
は
五
〇
％
、

龍
頭
企
業
へ
の
貸
出
は
四
一
％
と
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
貸

出
先
の
違
い
が
契
約
内
容
に
も
強
く
影

響
し
て
い
る
。

　

次
に
表
3
下
段
の
借
入
を
見
て
み
る

と
、
世
帯
比
率
は
奉
化
市
の
方
が
徳
清

県
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
が
、
農
家

あ
た
り
の
借
入
面
積
は
徳
清
県
の
方
が

圧
倒
的
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
こ
と
は
、
徳
清
県
で
は
農
地
流
動
化

を
通
じ
て
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
専
業
農

家
に
農
地
が
集
約
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
地
代
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
支
払
い
の
な
い
比
率
が
奉

化
市
で
は
三
割
弱
と
高
い
が
、
徳
清
県

で
は
一
割
を
下
回
っ
て
い
る
。
奉
化
市

で
は
親
類
・
友
人
か
ら
の
農
地
の
借
入

比
率
が
約
六
割（
徳
清
県
で
は
約
三
割
）

と
高
く
、
そ
の
こ
と
が
地
代
支
払
い
の

有
無
に
関
連
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。

　

さ
ら
に
、
徳
清
県
の
地
代
に
つ
い
て

特
徴
的
な
点
と
し
て
、
農
地
を
借
り
入

れ
る
際
の
平
均
地
代
が
、
農
地
を
貸
し

出
す
際
の
平
均
地
代
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
徳
清
県
で
は
反
租
倒
包
が

実
施
さ
れ
る
な
ど
、
村
民
小
組
か
ら
の

農
地
借
入
比
率
が
相
対
的
に
高
い
た

め
、
地
方
政
府
が
借
入
農
家
に
対
し
て

優
遇
価
格
で
地
代
を
提
供
し
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
徳
清
県

の
農
地
貸
出
の
多
く
が
地
方
政
府
に
よ

る
強
制
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
点

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
貸
出
農
家

に
対
す
る
農
地
の
貸
出
理
由
の
回
答
結

果
に
よ
る
と
、
奉
化
市
で
は
農
地
貸
出

の
理
由
と
し
て
、「
労
働
力
不
足
」と「
農

業
の
割
の
悪
さ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
四
割
程

度
の
比
重
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、

徳
清
県
で
は
約
七
割
の
貸
出
農
家
は

「
集
団
の
指
導
の
た
め
強
制
的
に
流
動

化
」
を
選
択
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

非
自
発
的
な
農
地
流
動
化
に
対
す
る
補

償
と
し
て
、
貸
出
農
家
に
対
し
て
相
対

的
に
高
い
地
代
を
提
供
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
経
済
理
論
に
基

づ
く
筆
者
の
計
量
分
析
か
ら
も
、
徳
清

県
の
貸
出
地
代
が
市
場
価
格
よ
り
も
高

い
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
推
計
結
果
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
出
版
予
定
の
拙
稿
を
参
照
し

て
も
ら
い
た
い
。

●
農
地
賃
貸
市
場
の
発
展
に
向
け
て

　

本
稿
で
は
、
中
国
全
体
の
農
地
流
動

化
の
変
遷
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
浙
江

省
で
農
家
調
査
を
行
い
、
農
地
流
動
化

の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
浙

江
省
内
の
二
つ
の
地
域
を
比
較
し
た
結

果
、
同
一
省
内
で
あ
っ
て
も
流
動
化
の

形
式
や
契
約
内
容
に
は
大
き
な
格
差
が

存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
流
動
化
の
形

式
の
違
い
が
契
約
内
容
や
地
代
決
定
に

強
く
影
響
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
地
方
政
府
の
介
入
が
大

き
い
徳
清
県
で
は
、
農
地
流
動
化
が
大

規
模
か
つ
集
約
的
に
実
施
さ
れ
、
よ
り

フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
賃
貸
契
約
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
農
家
の
貸
出
地
代
は

市
場
価
格
よ
り
も
高
め
に
設
定
さ
れ
る

な
ど
、
農
家
の
私
的
な
賃
貸
が
中
心
の

奉
化
市
と
は
農
家
の
享
受
で
き
る
便
益

に
格
差
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

中
国
農
村
で
は
、
土
地
請
負
権
の
保

有
者
の
数
が
多
く
、
か
つ
地
理
的
に
も

分
散
し
て
い
る
た
め
、
農
地
の
集
約
化

に
は
非
常
に
大
き
な
困
難
が
と
も
な

う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
地
賃

貸
の
活
性
化
と
規
範
化
、
農
地
の
集
約

化
と
農
業
の
大
規
模
経
営
た
め
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
農
地
取
引
に
対
す
る

政
府
の
介
入
は
農
地
賃
借
に
関
わ
る
取

引
費
用
を
抑
制
し
、
効
率
的
な
農
地
利

用
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
地
元
政
府
に
よ
る
農
地

市
場
へ
の
介
入
は
、
地
元
農
民
の
意
向

を
無
視
し
た
農
地
の
強
制
的
な
収
用
や

非
農
業
用
地
へ
の
違
法
な
転
用
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
実
際
、
農
地
を

強
制
的
に
奪
わ
れ
た
失
地
農
民
の
発
生

や
、
農
地
転
用
に
と
も
な
う
地
元
幹
部

と
不
動
産
開
発
業
者
に
よ
る
汚
職
・
腐

敗
は
、
中
国
の
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
し
た

が
っ
て
、
地
元
政
府
の
農
地
取
引
へ
の

介
入
の
強
さ
は
、
時
に
「
諸
刃
の
剣
」

と
な
り
得
る
こ
と
も
十
分
に
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

農
村
住
民
の
非
農
業
就
業
と
農
業
離

れ
が
急
速
に
進
展
す
る
都
市
近
郊
農
村

に
お
い
て
、
農
地
に
対
す
る
農
民
の
権

利
を
尊
重
し
つ
つ
、
公
共
財
と
し
て
の

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
促
進
し
、
総

合
的
な
農
業
開
発
を
実
現
し
て
い
く
の

か
、
中
国
の
農
業
は
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。

（
ほ
う
け
ん　

ひ
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し
／
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